














 

毎日同じくらいの時刻に寝ているか   肯定的 81.8％ 

毎日同じくらいの時刻に起きているか   肯定的 89.6％ 

朝食を毎日食べているか         肯定的 93.8％ 

 全国平均と概ね同じ結果となりました。家庭での全面的
な支えがあり、基本的な生活習慣が身に付いていることが
分かります。 

自分にはよいところがあると思うか    肯定的 83.0％ 

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思うか

肯定的 89.3％ 

教師が子どもに寄り添い、それぞれのよさを認めて積極
的に評価することで、その姿勢が児童にも伝わり、自己肯
定感の高まりにつながります。また、学年・学級が一人一
人をかけがえのない大切な存在として認め合う集団とな
ることをめざしていきます。 

あなたの家では主に何語で話しているか日本語以外 5.6％ 

全国平均を上回る結果でした。本市は、外国にルーツを
もつ児童の割合が多い傾向にあります。 
 

 国語 

平均正答数は、全国平均及び県平均と、ほぼ同等の結果でした。 
「話すこと・聞くこと」の力をみる問題は、資料を活用して自分の

考えが伝わるように表現を工夫する力に課題があると言えます。 
「書くこと」の力をみる問題は、自分の考えが伝わるように書き表

し方を工夫することができる力に課題があると言えます。 
「読むこと」の力をみる問題は、文章を読んで理解したことに基づ

いて自分の考えをまとめる問題の正答率が高い傾向がみられました。 
「言葉の特徴や使い方に関する事項」の問題では、学年別漢字配当

表に示されている漢字を文の中で正しく使う問題の正答率が、全国平
均及び県平均を上回りました。漢字の意味や用法を理解し、適切に活
用する力が付いていることがうかがえます。 

日本語初期教室や国際教室での指導など外国にルーツ

をもつ児童の学力を保証する教育活動を進めます。 

学校に行くのは楽しいと思うか     肯定的 83.3％ 

友達関係に満足しているか       肯定的 88.9％ 

 全国平均と概ね同じ値でした。子ども同士で支え合う
良好な関係が築かれていることが、楽しく安心して学校
に通うことにつながっていることが分かります。  
国語・算数の勉強が好きか      

肯定的 53.1％(国)・53.0％(算) 

国語・算数の授業の内容はよく分かるか 

肯定的 74.6％(国)・69.9％(算) 

 「好き」の回答の値が、「よく分かる」と比べると低い
値となっています。分かりやすいと同時に、より子ども
たちの興味・関心を喚起し、各教科の楽しさ・おもしろ
さが伝わり、自ら学ぶ態度の育成につながるよう、魅力
ある教材開発や授業づくりに力を注ぎます。 
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 ４月２３日に行われた全国学力･学習状況調査

の結果が公表されました。小牧市の結果につい

て、教科によるばらつきはありますが、全国平均

及び県平均とほぼ同等の結果となりました。 

 この調査の目的は、子どもたちの学力の傾向を

捉えて、指導の充実・改善を図ることです。子ど

もたちの学力の傾向を正しく分析し、今後の授業

改善に生かしていくことが大切だと考えます。 

小牧市においても、子どもたちの学びの現状を

しっかりと把握し、課題が残った部分を補いつ

つ、得意な部分をさらに伸ばしていけるような教

育活動の実現につながるように、この調査結果を

生かしていきたいと考えています。 

本年度の分析にあたって 

質
問
紙
調
査
か
ら 

算数 

平均正答数は全国平均及び県平均を、やや下回る結果でした。 
「測定」の問題の正答率が最も高く、次いで「数と計算」、「図形」

「データの活用」の問題と続きました。県・全国と同じ傾向で、「変
化と関係」の問題が最も低い正答率となりました。 
「数と計算」では、３枚のカードを使って条件に合う数をつくる

ことができる問題の正答率が 90％をこえる高い結果となりました。 
「図形」では、立方体の体積の意味について理解しているかどう

かをみる問題に課題がみられました。 
「データの活用」では、表から条件に合う数を読み取ることがで

きる問題に課題がみられました。表に示された情報を整理し、条件
に合う数を見つける力を高めていくことが求められます。 

 国語 
○ 「話すこと・聞くこと」の指導を充実させます。子ども同士の学び合い
の中で、自分の考えを分かりやすく伝えたり、相手の話の意図を考えなが
ら聞いたりする活動を充実させます。また、対話を通して多様な考え方に
触れ、自分の考えを深めたり広げたりする活動の充実を図ります。 

○ 目的や相手を意識して書く活動を計画的に位置付け、複数の情報を選
択・整理しながら、根拠を明確にして自分の考えを表現する力を育成しま
す。また、文章を推敲し、より分かりやすく伝える力の向上を図ります。 

 算数 

○ 「図形」の指導を充実させます。具体物の操作や ICTを活用した指導を
充実させ、図形の性質を視覚的・体験的に捉えやすくするとともに、図や
言葉を用いて自分の考えを説明する活動を取り入れ、図形についての理解
を深め、論理的に考える力の向上を図ります。 

○ 「変化と関係」について、表やグラフ、式を関連付けて考える学習を充
実させるとともに、数量の変化や関係を根拠をもって説明する活動を行う
ことで、変化と関係を多面的に捉える力の育成を図ります。 

 全般 
○ 子ども同士の関わり合いを大切にした「学び合う学び」の授業に継続して取り組み、安心して学びに向かうことができる人間関係を構築するとともに、
学習指導要領がめざす「主体的・対話的で深い学び」の実装に向けて、さらなる授業改善を図ります。 

○ 子どもたちが学習した内容や生活経験、興味・関心のあることの中から自分で課題を見いだし、進んで情報を収集・整理・分析、他者と協働しながら
解決策を探究的に学習していけるように指導を工夫していきます。 

○ ＩＣＴを効果的に活用し、情報を適切に収集・整理・分析して課題解決につなげる学習活動の充実を図ります。また、一人一人の学びを保障する個別
最適な学びと、互いに学び合う協働的な学びを一体的に推進し、すべての子どもの学びの充実をめざします。 

令和８年度 全国学力・学習状況調査 
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学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点
を見直し次の学習につなげているか     肯定的 73.6％  
授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えた
り、生かしたりすることができているか       肯定的 76.7％ 
これからの変化の激しい時代を生き抜くため、自ら学び方を

工夫・調整したり、学んだことを実生活に生かしたりする力が
求められます。総合的な学習の時間を中心に、児童自身が見い
だした課題を追究する探究的な学習を充実させていきます。  
５年生までの授業で、ＩＣＴ機器をどの程度使用したか。         

ほぼ毎日 74.6 ％ 週３回以上 13 .6％ 
タブレットなどのＩＣＴ機器で情報を整理することができま
すか                   肯定的 68.0％ 
ほぼ毎日の使用が、全国や県平均と比べて高い値であり、授

業において日常的に使用され、考えの共有や学びの蓄積に不可
欠な道具になっています。児童自身もＩＣＴ機器のよさを実感
し、自分の目的に合わせて効果的に活用する能力や態度が向上
していることがうかがえます。 

各
教
科
の
結
果
か
ら 
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毎日同じくらいの時刻に起きているか  肯定的 90.3％ 

朝食を毎日食べているか        肯定的 89.7％ 

全国平均と概ね同じ結果でした。家庭での基本的な生
活習慣が身に付いていることが分かります。   

 

いじめは、どんな理由があってもいけないと思うか 

                   肯定的 95.0％ 

人が困っているときは進んで助けているか肯定的 91.4％ 

全国平均と同等の高い値を示しています。規範意識や
仲間を思いやる心、共感性を育むとともに、教師が生徒
一人一人の様子を見守り、いじめの防止に努めます。 

家では主に何語で話しているか   日本語以外 4.4％ 

全国平均を上回る結果でした。本市は、外国にルーツ
をもつ児童生徒の割合が多い傾向にあります。日本語初
期教室や国際教室での指導など、外国にルーツをもつ 
子ども達の学力を保証する教育活動を進めていきます。 

各
教
科
の
結
果
か
ら 

１・２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、自

分で考え、自分から取り組んでいたか    肯定的 77.3％ 

総合的な学習の時間だけでなく、教科においても自ら粘り強

く課題解決に取り組み、探究的に学習していけるような指導を

充実させていきます。 

話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考えに

気付いたりすることができているか     肯定的 85.9％ 

授業や学校生活では友達や周りの人の考えを大切にして、お互

いに協力しながら課題解決に取り組んでいるか肯定的 92.6％ 

 肯定的に回答した生徒の割合が高かったです。今後も友達と

協働しながら課題解決に取り組んでいけるように支援します。 

国語・数学・英語の授業で学習したことは将来役に立つと思う

か      肯定的 85.0％(国)・73.0％(数)・86.1％(英) 

 教科内容と実社会を結び付けるような学習課題を心がけ、子
どもたちが探究的に課題を解決していける授業づくりを大切
にしていきます。 

自分にはよいところがあると思うか  肯定的82.7％ 

自分の夢や目標をもっているか     肯定的66.3％ 

 全国平均と概ね同じ結果でした。自分のよさや個性

を肯定的に理解し、自分の役割や将来の生き方を考え

られるよう、キャリア教育をより充実させていきます。 

１、２年生までに受けた授業で、ＩＣＴ機器をどの程

度使用したか。                   ほぼ毎日 88.5％ 

インターネットを使って情報を収集する(検索する・調

べる)ことができるか        肯定的 91.7％ 

 授業での指導頻度について、ほぼ毎日使用している

生徒が、全国や県平均と比べて大きく上回る数値で、

授業において日常的に使用され、考えの共有や学びの

蓄積に不可欠な道具になっています。さらにＩＣＴ機

器の特性を生かし、個の学びや目的に合わせた効果的

な活用を授業はもとより学校活動全体や家庭学習にも

広げていきます。 
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 ４月に行われた全国学力･学習状況調査の結果
が公表されました。小牧市の結果について、国語
と数学では全国平均、県平均よりやや低く、英語
では、全国平均、県平均とほぼ同等の結果となり
ました。 
 この調査の目的は、子どもたちの学力の傾向を
捉えて、指導の充実・改善を図ることです。子ど
もたちの学力の傾向を正しく分析し、今後の授業
改善に生かしていくことが大切だと考えます。 
今回は、英語の調査において生徒が一人一台の

タブレット端末を使用し、文部科学省 CBTシステ
ムを活用してオンライン調査が実施されました。 
小牧市においても、子どもたちの学びの現状を

しっかりと把握し、課題が残った部分を補いつ
つ、得意な部分をさらに伸ばしていけるような教
育活動の実現につながるように、この調査結果を
生かしていきたいと考えています。 

本年度の分析にあたって 

質
問
紙
調
査
か
ら 

 国語 
 
○ 「話すこと・聞くこと」の指導を充実させます。協働的な学びの中で、自分
の考えを分かりやすく伝えたり、相手の話の意図を考えながら聞いたりする活
動を充実させ、対話を通して多様な考え方に触れ、自分の考えを深めたり広げ
たりすることができるような指導の充実を図ります。 

○ 「書くこと」の指導を充実させます。読み手に分かりやすく伝わる表現を工
夫して書く力を育成します。また、自分の文章のよさや改善点を見いだし、よ
りよい文章へと推敲する力の育成を図ります。 

 英語 
 
○  「書くこと」の領域では、伝えたい内容が読み手に正確に伝わるよう、適

切な語句や文法事項を意識しながら英語で理由を書くことができるよう、生
徒同士で感想や意見を伝え合ったり、教師からのフィードバックを行ったり
する活動を取り入れ、よりよい英語表現を考えさせる活動を取り入れます。 

○  「聞くこと」の指導を充実させます。日常的な話題や身近な内容について
英語を聞いて要点を捉える力を育成します。聞き取った情報を整理し、自分
の考えをもったり、伝えたりする活動を充実させ、実践的なコミュニケーシ
ョン能力の育成を図ります。 

  国語 
 

平均正答数は、全国平均及び県平均をやや下回る
結果でした。 
「話すこと・聞くこと」の領域は、互いの立場や

考えを尊重しながら話し合い、結果を導くために考
えをまとめることができるかどうかをみる問題の
正答率が低く、課題がみられました。 
「書くこと」の領域は、表現の工夫とその効果に

ついて読み手からの助言を踏まえ、よい点や改善点
を見いだすことができるかどうかを見る問題の正
答率が低く、課題がみられました。 
「読むこと」の領域は、必要な情報に着目して要

約し、内容を解釈することができるかどうかをみる
問題の正答率が高い傾向にありました。 
「言葉の特徴や使い方に関する事項」では、単語

の活用について理解しているかをみる問題の正答
率が８割を越えており、基本的な単語の活用に関す
る知識が定着していることがうかがえました。 

  数学 
 

平均正答数は、全国平均及び県平均をやや下回る
結果でした。 
「数と式」の領域は、正の数と負の数を用いて 

変化や状況を表すことができるかどうかをみる問
題の正答率が高い傾向がみられました。 
「図形」の領域は、筋道を立てて証明することが

できるかどうかをみる問題の正答率が低く、課題が
みられました。 
「関数」の領域は、数学的に表現したことを事象

に即して解釈し、問題解決の方法を数学的に説明す
ることができるかどうかをみる問題の正答率が低
く、課題がみられました。 
「データの活用」の領域は、データの傾向を的確

に捉え、説明することができるかどうかをみる問題
の正答率が低く、課題がみられました。一方で、学
年別の睡眠時間について、箱ひげ図から読み取る問
題の正答率が高い傾向にありました。 

  英語 
 

平均正答数は、全国平均、県平均とほぼ同等の結果
でした。 
「聞くこと」の領域は、日常的な話題について、目

的に応じて、必要な情報を聞き取ることができるかど
うかをみる問題の正答率が高く、英語で聞き取った情
報を適切に把握する力が身に付いていることがうか
がえました。 
「読むこと」の領域は、日常的な話題について、短

い文章を読み、その概要を捉えることができるかどう
かをみる問題の正答率がやや低く、英語で書かれた文
章全体の要点を把握する力に課題がみられました。 
「書くこと」の領域は、日常的な話題について、事

実や自分の考え、気持ちなどを整理し、まとまりのあ
る文章を書くことができるかどうかをみる問題では、
正答率が低く、課題がみられました。 
「話すこと」の領域は、音声や語彙、文法などの知

識を実際のコミュニケーションで活用する技能を問
う問題の正答率が、全国及び県平均を上回りました。 

 数学 
 
○ 「図形」について、図形の性質や条件に着目し、問題の場面で必要な図形や
角を的確に捉える力を育成します。また、図や式を活用しながら考える活動を
充実させ、根拠をもって考える力の向上を図ります。 

○ 日常生活や社会の事象を題材とした問題を取り上げ、必要な情報を適切に読
み取り、問題解決の見通しや方法について伝え合う中で、論理的に考察し数学
的に考えることができる力を身に付ける指導をしていきます。 

 全般 
 
○ 生徒同士の関わり合いを大切にした「学び合う学び」の授業に継続して取り
組み、安心して学びに向かうことができる人間関係を構築するとともに、「主体
的・対話的で深い学び」の実装に向けて、さらなる授業改善を図ります。 

○ 生徒が自ら課題を設定し、進んで情報を収集・分析し、他者と協働しながら
解決策を探究的に学習していけるように、指導を工夫していきます。  

○ ICTを効果的に活用し、情報を適切に収集・整理・分析して課題解決につなげ
る学習活動を充実させます。また、一人一人の学びを保障する個別最適な学び
と協働的な学びを一体的に推進し、すべての子どもの学びの充実をめざします。 

令和８年度 全国学力・学習状況調査 
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小牧市教育委員会 
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小牧市の分析まとめと 

対策について【中学校】 
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